
⑤ １６．７７ ２６．２
２１０°
付近

４．０ ４．０ ※３ ４．５

⑥ １６．７７ ２８．９
１８０°
付近

４．５ ５．５ ４．５ ６．８

⑦ １７．４０ ３３．０
１２０°
付近

３．８ ４．０ ５．０ ５．５

⑧ １６．７７ ２９．０
１８０°
付近

４．３ ※３ ※３ なし

⑨ １１．３７ １９．５
０°
付近

５．５ ４．０ ※３ ４．３

３０°
付近

２．０ ３．５ ２．５ ６．６

６０°
付近

３．０ ２．５ ２．５ ５．８

２１０°
付近

※４ ※５ ※５ ５．６

※１：　指示位置は，指示深さを確認した位置。角度は，水平配管は上部側を０°　　　※２：　当該指示位置における最大深さを示す。

　　　　垂直配管は原子炉格納容器側を０°として，配管の上流側から見て時計 　　　※３：　エコーは検出されたが，ひびの先端からのエコーではないと評価したため，深さは測定で

　　　　まわりとする。ただし，⑦の角度については上部側を９０°として，配管の 　　　　　　　 きなかった。

　　　　上流側から見て時計まわりとする。 　　　※４：　改良型超音波探傷試験を実施後に長さ測定のみを実施した。

　　　※５：　ひびの先端からのエコーが検出されなかったため，深さは特定できなかった。

　　　※６：　前回（第１４回）の定期検査時に実施した自主点検ではひびがないと判断した溶接継手。

指示位置
端部エコー法

深さ（ｍｍ）　※２

改良型超音波探傷試験

Ｂ社
実施期間

実測値

縦波端部

 改良型超音波探傷
 試験期間

 平成１５年２月～４月

 配管切断・実測期間

 平成１５年４月～６月

女川原子力発電所１号機 原子炉再循環配管のひびに関する
改良型超音波探傷試験による測定および実測結果 一覧表

横波端部

従来型
超音波

探傷試験

⑩ ２０．４６ ３４．０

溶接継手
番号

必要厚さ
（ｍｍ）

実測厚さ
（ｍｍ）

0°

90°

180°

270°

※１

※６
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